
2国王点都道府県等エイズ対笈担当課長速施協議会  
H＿19．4．23三田共用室議所  

HlV検査体制の充実  

一全国保健所アンケートの結果から－  

保健所等におけるHIV検査体制に関する  

全国調査ゐ結果（2∝け妄り紺日依軌   

跡蜘4／536箇所（94％）  
2006年にHⅣ検査を実施した保健所  501／504箇所（99％）  

2006年に陽性結果のあった保健所  120／501箇所（24％）  

陽性件数 249／86604（犠牲辛0．3％）  

陽性結果を伝えられた件数→ 234／249（94％）  

受診したことを把握できた件数→177／249（71％）？  

（陰性結果を伝えられた件数→ 84288／86355（98ゥも））  

神奈川県衛生研究所  今井光信  

HlV検査相談機会の拡大と質的充実に関する研究班  

今井光信 （神変川是挿生研究所）  金光公浩（日赤・血液事集計）  

中濃克己 （岡山市保鍵所）  王簸英彦（北海道大学大学院予防医学）  

立川夏夫 （国立国餃医療センター）  木村和子（金沢大学大学院医療藁刑苧）  

吉田靖子（東京♯鍵慶安全研究センター） 矢永由屋子（エイズ予防財団）  

大竹 緻（大阪府立公衆衛生研究所〉    ■ 貴子（神莞川象衛生研究所）  

澤田幸治 （北海逼立衛生研究所）  加藤真吾 （塵広大苧微生物苧）  

小島誌筍 （東京＃南新盾捜査・相談室）  杉浦 互（国立感染研エイズ研究センター）  

松濾重夫 （鵬人q胴）  角野文彦 （全国保や所長全会長  

保健所等におけるHⅣ検査体制に関する  

全国調査の結果（2007妄り狙岬撫掛  

即（1【氾％）   
2006年にHⅣ隕性結果のあった特設検査機開 9／9箇所   

陰性件数191／21725（碑性霹0．9％）  

陽性結果を伝えられた件数→181′1gl（95％ト  

受診したことを把握できた件数→132ノ101（69％）  

（陰性結果を伝えられた件数一 21177／21534（98％））  
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エイズ予防財団の目的  

設立：  

1987年（昭和62年）2月の政府による「エイズ問題総  
合対策大綱」の一部を実施するため、民間の協力の下、  
厚生省（当時）の許可により、同年6月に設立。  

目的：   

エイズの予防のための知識普及及びエイズの予防治  
療等の研究助成並びにエイズに関する国際的な情報交  
換等を行い、もって、国民の保健福祉の向上に寄与する  
こと   

エイズ予防財団の役割  

事業内容  
○エイズに関する正しい知識の普及啓発  
○エイズの診断、治療、予防に関する研究への助成  
○エイズに関する諸外国の情報収集と提供  
○エイズに関する国際会議、研究会等会合の開催  
○日本エイズストップ基金の設置運営  
○その他本財団の目的を達成するために必要な事業  



ホームページ  坦P㈱  
（APl－Net：エイズ予防情報ネット）  

AIDSREPORT（エイズ・リポート）  

目的：国民に正しい知識を広め差別と偏見を軽減する  

こと、また関係各位の活動に最新情報を提供すること  検査普及週間 関連情報  
・トップページの「イベント研修情軌   

→「HⅣ検査普及週間J  

イHⅣ検査相談の説明相談の事例集」  
h伽：〟aDトnd，岬  

NGOデータベース  
・トップページの「HⅣ情報」→「NGO一覧」  

研修情報▲  
－h伽：仙〟州．伽即」D加VU／  

エイズ予防財団では、  
05月未発行予定号から、自治  
体等へ送付する予定てす。  

新しい展開：  

・平成19年度より、  

HⅣ／エイズ対策に携わる関係  

者間の情報交換を第一義的  

な目的として再構築  
・76号（5月未発行予定）から  

無料化  

【掲載情報】  
○エイズについてのQ＆A  

O用語辞典  
○／くンフレツトの紹介  

○川∨検査・相談情報  
○拠点病院情報  
ONGO一覧  
○日本・世界の状況  
○イベント情都  
○研修情報  
○マニュアル・ガイドライン   
法令質料  

研修事業  

受講生（合計373名）の職種  
・行政関係者38％  

りむ理・福祉関係者一26％  

（派遣カウンセラーなど含む）  

・病院関係者18％（公立病院など含む）  
・NGO・14％  

◆川∨検査・相談のスキルアップ  

目 的              ◆電話相談スキルアップ  
◆通訳  スキルアップ  
◆NGO活動スキルアップ  

◆派遣カウンセリング・  
ソーシャルワークの実践の学び   

長期評価の結果（検査・相談研修∩＝94名）  

NGO支援  

NGO連携委員会の設置  

NGO育成事業  
・NGOへの技術・財政支援  

（予防啓発・教育研修会、ストップ基金）  

・ボランティア指導者研修会の改良  

全国NGOデータベース  
・NGOデータベースの定期更新  

（情報担当官との連携）   

－NGOの活動・運営の調査   

一海外の先行例の調査、質問票作成〕  

自治体等の関係機関が、  
ONGO等の情報にアクセス   
しやすくなる  

○良質な人材・スキルをもつ   
NGO等と協働できるよう   
になる  

ONGO等との連携による   
予防啓発プログラム及ひ   
感染者支援プログラムが   
実施しやす〈なる  

自治体等とNGOのコーディネート  
・自治体等への情報提供およぴコンサルタント  
・自治体等とNGO間のコーディネート   
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新規事業  
ト■Eu守戦略研究」  

目的：   

川∨新規感染者及びA旧S発症者を減少させること   

→HIV抗体検査受験者数を2倍、A旧S発症者数を  

25％減少させること  

対象：男性同性愛者、都市在住の若者と一般成人  

介入方法：   

研究課題1（男牲同性愛者対象）   

研究課題2（首都圏・阪神圏在住者対象）   

→HtV検査促進のための普及啓発や広報活動  

新規事業  

ト1E叫「水道橋三崎町クリニック」  

目的：夜間や休日に診療を行う医療機関のニーズに  

対応するため  

場所：水道橋ビル5階（」R・都営線水道橋駅近く）  

診療日時：火曜・木曜17…20時、土曜13～17時  

診療内容：  

未治療患者・感染者、杭州∨療法の開始後一定の期間  
を経過して、安定期の患者・感染者に対する診療を基本  
とする。  

主な診療は、診察・血液検査・薬の処方とする。   
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